


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Iノ 獺 聯辮辮 ＃ 鰯 鱗 繍蝋蝋 聯■町
労曰働者覚の結成
のは建築エ組合（Ｂ冨○どの国威ぐの国昌匡のＺご貝。ご）であった。
このｏ・Ｂ．Ｕは既に存在していた建築工の組合の運合体として
一八三一年、或いは一八一一三年頃設立された。その七つの主な部
門は、指物工、石エ、煉瓦積工、左官、鉛管工、塗料工、及び建築
人
夫
か
ら
な
り
、
各
部
門
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
『支部は同一職業に非ざる他のいかなる支部によっても設立せら
る上を得ず、たとえば石工は石工支部のみを、また指物工は指物工
（、〕
支部のみを設立』することができた。そして、これらは『大会」
（の日呂Ｐ・月の）所謂『建築工議会」の最高の権威に統一されて
いたｐ組合員数は、最高六万に達したといわれる。０．Ｂ・Ｕは
一八一一三年中、急速に、ランカシャー、ミッドランドの諸都市に
のび、翌年の始めには、リバプールの一厘主に集中攻撃を加えた。
最初組合の主な目標は、ロンドンでは早くから行われていたが、
〔ｕ）
他地方では、やっと始りかけていた『謂負制度』をやめさせるこ
とであった。リバプールの塗料工組合の貼札には
『他人の辛苦して儲けた利益を独占する賎しむくさ、且つ不正
、、、、（辺〕
な、破滅的な請負制度』（傍点筆者）
を亡ぼすために『建築の工程に従事する職人の一般的組合』に加
入したことを告げているものがみられる。
一八三一一年と一一一三年には、この組合はかなりの勝利を収め、労
働者の自信を強めた。ウェッブは、０．Ｂ・Ｕに関して次のよう
にのべている。
１６６１‐－‐‐△Ⅲ■Ｌ肱■■’１，■、ⅡＩＩｌＩｌ－ｂＩＩ４ＩＩ‐ＩＩＩ１ｒ
『われわれの知る限りでは、二十世紀以前のこれらの職業の塵
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
史
中
、
建
築
職
工
の
全
階
級
を
網
羅
し
、
且
つ
こ
れ
を
全
国
に
及
ぼ
そ
う
（週〕
とした連ヘロ組〈ロの唯一の例である。』（傍点筆者）と。
そして、建築工組合のグランド・ルールは、先にものべた通り中
央集権と各支部の自治権とを結合させた極めて精密なものであっ
た。叉入会に際しては『宣誓」が採用されていたのである。
この建築工組合に対してオーエンの社会主義はどんな影響を与
えたであろうか。一八一一九年、ニュー・ハーモニー（ｚの三四胃‐
日○二）の実験から失意のうちに帰国したオーエンは、イギリスの
労働者階級のうちに、彼が主唱した『協同組合」が盛になってい
るのをみたのである。一八三○年にはロンドンに一一一○、全国に一一－
○○あまり、一八一一三年には全国で四○○’五○○に達してい
た。これらは第一に中央の宣伝団体、第二には消費販売組合、第
三には生産組合もあった。オーエンは、この生産協同組合の発展
と『労働交換所』（中間商人を魔除して、直接生産者相互が、労働
時間を尺度とする労働紙幣によって物莞交換しようとするもの）
の設立に熱中した。オーエンは発展しつ人ある労働組合を生産協
同組合に結びつけることを考えていたのである。このような時に
建築工組合が活動を開始した。オーエンは自ら組合を訪れ熱心に
社会主義を説いた。叉組合の指導者の一人ジェームス。モリソン
（］四日のの言○三の。Ｓはオーエン主義者であり、組合機関紙『開拓
者』（瞑目の貝）を発刊し、オーエン主義の宣伝を行った。遂に一
（６９） 
-－】
〆労働者党の結成
八一一一三年九月、五○○名の代議員が出席した『建築工議会』では
オーエン主義的綱領が採用されるに至った。一八一一一一一一年の『建築
工組合の宣言』には大略次のようにのべられている。
『国家あるいは、いかなる階級の人為にも敵意をもっていない
我々は、いかなる党派も「自分のことは自分でやれ」というロ
バート・ビール卿の忠告を直ちに受け入れるまでは、我々が現
在被っており、且つ一層大きくなるであろう害悪を軽減するこ
とはできないし、又できないであろうという結論に到達せざる
をえなかった。我々はこの忠告に基き全国建築エギルト（ｚ呼
言目］因＆］＆ご瓜の巳亘・【卑・岳のＨの）を作り、イングランド、
スコットランド、アイルランドの最も広範囲にわたる、いかな
る
種
類
の
建
築
を
も
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
．
Ⅲ
個
人
的
競
争
の
組
織
の
も
と
で
、
親
方
が
建
て
う
る
よ
り
も
、
急
速、実質的、経済的に公衆のためのあらゆる形の住宅や技
術設計を行う。
②老年、幼児、病人、労働能力喪失者はギルドの一般基金
を利用する。
③
ギ
ル
ド
で
仕
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
働
き
た
い
と
き
に
は
い
つ
で
も働ける（失業はない）。婦人、子供は立派な環境のもと
で、知的な繁栄した楽しい幸福な住民となる。
側公衆に役立つ熟練と行為に従って、適正公平な報酬をう
ける。
⑧”真の創造者〃である、あらゆる他の階級の人々が末代
に至るまで、我々と団結し、同等の便宜をうるように規約
〔
ｕ
）
，
を
も
う
け
る
。
』
と
。
こ上には『労働組合を生産協同組合にかえることによって、資
（巧〕
本主義から社会主義へ平和的に移行することを保証する』オーエ
ンの素朴な教説がはっきりと表現されている。又、この中には、
労働者階級が自己の力で社会を改造しようとする革命的考えも、
ひらめいている。この建築工ギルドの壮大な計画は最初から大き
な困難に逢着した。親方建築家は闘争せずして自らの地位を失う
ことに甘んずるはずはなかった。彼等は一斉に団結し、ｏ・Ｂ。
Ｕとの関係を否認する宣誓書の提出、及びロックアウトを以て攻
撃した。マンチェスター、バーミンガムから各地方に至るまでス
トライキとロックアウトの激しい闘いが勃発した。
発足間もないギルドは財政的にも、組織的にも難関につきあた
〔超）
った。ｏ・Ｂ。Ｕの執行部の内部分裂がこの困難を倍加した。一
八三四年の初め、マンチェスターの労働者が宣誓書の提出をはじ
め、バーミンガムでも組合の力は弱まっていった。ロンドンでも
長い争議の後労働者が敗北した。一八三四年九月、先づ石工が組
合から分離し、他の分離が続きへ組合は各構成要素に分解してし
まった。 回自
己
の
体
力
と
能
力
を
こ
え
た
仕
事
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
（７０） 
瀞織徽織
労働者党の結成
建築工ギルドはその壮大な未来への計画にも拘らず、急速に崩
れ去ってしまった。これは建築工組合だけではなくて、全国にわ
たって組織された、グランド・ナショナルの運命と堅く結びつい
ていたのである。では、もう一つのオーエン主義的大組合、グラ
ンド・ナショナルとは何であるか。
一八三一一一年、建築工ギルドへの雄大な抱負に胸をふくらませて
いたオーエンは適更に『生産者階級の一般的組合』（の目の国］ロ日・ロ
。【弓の厚・目＆弓のロ四ｍｍのの）の創設にとりか上った。十月、ロン
ドンに召集された労働組合、組合店、協同組合の全国会議で『大
ブリテン及びアイルランド生産階級全国道徳組合』の設立を提議
した。この計画は採用され、設立準備のため、臨時委員会が任命
さ
れ
た
。
代
議
員
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
各
地
方
に
帰
り
へ
地
方
支
部
の
結
成
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
八
十
万
人
以
上
の
労
働
者
が
全
く
急
速
に
組
織
さ
れ
た。一八三四年二月、第二回会議が開かれ、規約を作成し、かく
して、全国労働組合大連合の名称が決定されたのである。（の日己
三目一○口四］Ｃ○口の。］苞呉の□日日曰のの》□員。ご）
『この後につづいた急速な発達は、この国の組合年代誌上、殆
ど比類のないものであった。数週間のうちに同組合は、数万の
農業労働者と婦人を含み、少くとも五十万人の全員が加入した
（血）
らしい』
と
ウ
ェ
ッ
プ
は
の
べ
て
い
る
。
こ
の
Ｇ
・
Ｎ
。
Ｏ
・
囮
。
Ｕ
は
世
界
で
最
初
の偉大な『一大組合」（○口の国、己貝・ロ）の模範であった。しか
＠ 
し、創立問①巴ＱないＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、急速に全国に－且って発
展する、賃金の問題、組合員たるの権利の問題等でひきおこされ
たロックアウトとストライキの闘いに耐えうるだけの強固な組織
を作りあげることは到底できなかった。ライセスターでＱもグラス
ゴーでｊも、ロンドンで、別も悲壮な闘いが続けられた。特にダービー
では、組合員ではないという文書の提出を拒否した建築労働者が
男切も女・も子供列も含めて四ケ月にわたるロックアウトに対して英雄
的闘いを行った。オルダムの紡績工は八時間労働日を要求して嵐
のようなデモを行い、婦人労働者を先頭として、警官隊とはげし
い
闘
い
を
演
じ
た
。
１
Ｇ．Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、資金の上で４）、戦術の上でｊも重大な困
難に逢着していたのである。更にウィッグ政府の弾圧が加えられ
た。ドーチェスターでは内相メルポーンの指示の。ｂとに、七人の
（、〕
農業労働者溌非〈ロ法宣誓を理由として、流刑に処せられた。メル
ポーンは、ハモンドのいうようにＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕの『最ｊも弱
〔卯）
い点」（ご「の四戸のの芹已＆目）をつくことによって、その発展を阻止し
ようとしたのである。
（幻）
この『トルパドールの殉難者』（目・一つ■＆］の目日【胃の）に対す
る救援運動は、全国的規模でしか＆Ｕ長期にわたって続けられた。
一八三四年四月九日、フランスのリヨンにおける労働者の蜂起
は英国に大きな衝撃を与えた。新聞は相次でＧ・Ｎ・ＯｏＰ。Ｕ
との関連において、リヨンの労働者蜂起を報道した。その頃、ド
（７１） 
■ 
労働者党の結成
１チニスターの労働者の流刑が決定され、全英国はウィッグ政府
の不法に反対してわきたった。Ｇ・Ⅳ。Ｏ・皿。Ｕは三日総罷
（犯〕
業』（缶の日己邑畳・ロ四］因・］冨皇）を日程に上せていた。
四月十九日『パイオニア』紙上にはＧｐＮ．Ｏ・皿。Ｕの新政
策綱領が発表され、四月二十一日午前八時ロンドンで大請願集会
を開くことを予告した。
さて、その日、ロンドンの街上は、警官、特別警官隊、近衛兵
が完全武装で待機していた。まさに戒厳都市の感があった。労働
者は或いは組合のリボンをつけ、シルクハットに正装し、コペン
ハーゲン広場（Ｃｓの口冨、のロ国の房）に集り、ロンドン市中を堂
汽と行進した。三十一一一の組合旗のもとに、あらゆる職業を代表す
る労働者十万’二十万の大行進であった。建築工組合もストライ
キをもってこの大行進に参加した。請願書は、オーエンと代表に
よって内務省に運ばれたが、メルポーンは会見を拒否した。しか
し、組合員は代表の指示に従って、組合で今後の処置を討議する
ために秩序整然と解散したのである。
〔麹〕
この『大労働組合の行進』（目『員のの．ご己・ロ甸閂・◎のｍｍＳｐ）の成
（型〕
功的指導に＄か上わらず、『この偉大な日』を最後として、Ｇｏ
Ｎ。Ｏ・皿。Ｕは急速に崩壊に向っていった。指導部では、オー
エンの平和的方法とサンジカリズムが相争い、下部では組合の分
裂と脱退があいついだ。しかし、Ｇ・Ⅳ。Ｏ・皿。Ｕの崩壊の真
の原因は、オーエンの考えるような社会主義的計画は、支配階級
、
も
の全力をあげての抵抗を』うちやぶることなしには、すなわち権力
、
、
、
を獲得するということなしには実現できないという事実の中にあ
った。四月二二日の『トルー・サン』紙はいう。
『大衆の社会的幸福が今後依存すべく運命づけられている諸原
理のグローリアスな勝利を見た。……議会代表を４）たい大衆が
沈着、自制、威厳を以て彼等の最叺》根深い砿信を現わしたのを
見た。か入るデモの後、誰が労働者階級は選挙権行使に適しな
〔溺〕
い
な
ど
と
い
人
う
る
か
」
と
。
又
四
月
二
十
六
日
の
プ
ア
ー
マ
ン
ス
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
は
．
『
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
は
現
存
制
度
を
て
ん
ぶ
く
す
る
か
、
わ
れ
わ
れ
はいう。労働組合の組織を普通選挙促進に使うことによって”
〔配）
と、今や労働組ヘロはそこまで進んだのだ」と。
すでに、議会改革運動に参加し、一大組合を結成し、オーエンの
社会主義の壮大な未来の計画をうけいれた労働者階級は、普通選
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
挙権を漣得し、政権を獲得することによって、社会改革を実現す
る道を切り拓こうとするチキーチズムの方向をめざしていた。
と酌〉あれ、このＧ・Ｎ・０．ｍ１．Ｕは、第一に労働組合の理想
である『一大組合」の模範を示したこと、第二には、未成熟では
あったが、労働者階級が社会主義理論をうけいれ、実践的な社会
改造の計画をえがいたことの一一点において剛期的な意義を４）つ刃も
のであり、後の労働者階級の独自な政治的大衆運動たるチャ１チ
，
。
（７２） 
｡ 
繍繍蝋 厩 一帯一宗戸一〒円一一
労臼働者党の結成
ズムを準備するものであった。
ハモンドはいっている。
『その失敗は叛乱の終末の印ではなかった。オーエンの叛乱に
『は、チャーチストの叛乱が続いた』と。
（
１
）
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
レ
ス
選
集
十
四
巻
下
（大月版）四四一頁’四四二頁。
（２）ご】一一四ｍの＆己己ご口宮口Ｃｏｏどの日蔑○ロオーニンが一八一
七年救貧法委員会に提出した計画ｐ
言．固のの円》。ご・の岸・》己・旨Ｐ参照。
（へ。）■す】巳・やご・桴『■・
冨円・○言のロ㎡㈲８℃○のａシ【日ロ、の白の貝の》屋』Ｐｂ・心
弔。□のご『○弩①国ご国②□己四望巨のｏ○皇国田の西因夢『○三・門ご
Ｏ目勺・】画Ｊ１】単因ｏ日田・】『函・の□。
（４）の．●。］の》口ご旦少・句一一のＣＰＣ己。◎拝・》己・画困。。
。ペットは『レジスター』（肉の、重のＨ）紙を通じて労働者によ
びかけ、又『十四ケ条の提案」（ＤＣ言の＃㎡句○８１の①口弔８‐
□８三○口の）をかよげ議会改革運動の先頭にたった。
（５）の・四口已国・『『のず亘。ご臼〔・》□〕】一・
（くり）閂ワーニ・や己己・】骨①１１】四つ・
『一般大組合』の次の代表者会議は一八一一二年にリバプール
で
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
果
し
て
開
か
れ
た
か
ど
う
か
、
又
存
在
の記録もみあたらない。
（匂Ｊ）閂ゴー』・）ロ・】画ＣＯ
ド
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
綿
糸
紡
績
エ
組
合
の
書
記
と
し
てリバプールの帆布エから十ポンドを送られた時、その礼状
い
、
や
⑯
、
、
、
℃
い
い
Ｔ
己
、
の中で『我々連合の努力が結局全国にわたる全職業の一般的
、
、
、
大組合に導かんことを希望する』とのべた。（一八一一九年五月）
（８）シ・因昌〔》○℃・日（・》己・得、
内務大臣ビールは、この協会をぶちこわす仕事を、最も大事
な引継事項として後任者に残した。
（９）の・四口９国。こ「のごロ○つ。＆【．ご石・得四四・
（Ⅲ）弓昼・》□・旨①．，
の・○○］の四目□缶・田】｝のＣＰＣ己・◎岸。ごロロ・国①①１，つ『
（、）ご筐．ごロロ・画霊、〃１－画つべ
の・四口９国・一二「のワワ○℃・白芹。ごロロ・惇図、、Ｉ惇画①
請負（Ｃ・具日＆長）又は総契約（の①ロの日』Ｃ・員国＆長）
即ち、石エが大工の親方の上に立って、建築一切の契約を行
うことで、職エや小親方の不満をよんだ。
（皿）嵜昼・》ロロ。届、ｌ届①。
（Ⅲ）忌邑・》ロ・局、。
（ｕ）閃・ニニ「・甸○の｛ぬｇの》因昌巨の円の》因》鼻。Ｈ『》己・念四・
二《］》【囚己［①の８。【岳の○℃の国威『の因昌］曰①円祓己已○口》》Ｐ⑭四四・
（咀）・缶・国三〔》○℃・の岸・》己・岳・
（Ⅲ）組合内部で、組合が社会主義を採用したことに対する少
数反対派があって次第に勢力をましていった。
の。Ｏ○』の》山口已少・司一〕の。ｐ》○℃．、岸・や□・国①『・
（Ⅳ）の．四口９国・勇「のず豆○℃・●岸・》ご・】四一・
「オーエン派の新聞は一八一一一一一一年の末《（の目の国一己己・ロ＆
岳の勺【。』月【弓のロ、のの①のこの記事に充ちていた。」
（旧）夛昼．ご己・畠、。
（
咀
）
メ
レ
ポ
ー
ン
は
幾
度
か
新
し
い
法
律
を
作
っ
て
、
弾
圧
し
よ
う
と
したが慎重にとりやめ、二五年法の適用を厳重にし、いかな
（７３） 
一
労働者党の結成
るピケティンゲｊも違法とした。又、宣誓を禁止した（召・の８．
三・Ｃ】圏）叛乱法（召・の①・・旨・●・ろ）等を援用して弾
圧に用いた。
（別）弓・画ロ』国・田口目白○口』》目彦のしぬの。〔Ｏ苣日（】の〔の》己・画画①
シ酉の］ウ。巨円ロ①の（尉巨、汽岸の言の四戸の、庁己。】ロ【：．：．
（皿）当時ラヴレス（の’百ぐの］の叩⑪）はじめ七人の犠牲者、を
その村の名をとってこのようによんだのである。トロパドー
レ（目。｝Ｅ＆］の）はドーセットシャー（ｐｏＲｍｇの三円の）州の州
庁のあるドーチェスター（□・『＆①の旨【）の北東七哩にある村。
（皿）組合の間には、モネ・ストの要求が強かった。執行部で
は
、
サ
ン
ジ
ヵ
リ
ス
ト
の
強
硬
派
が
ゼ
ネ
・
ス
ト
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
休
日
を
利
用
し
て
の
一
日
総
罷
業
が
受
協
的
に
計
画
さ
れ
た
のであるＱ玉島、前掲書一五九頁参照。
（閉）負目ロの旧○○円冨目㎡の臣＆】：》》ＣｍｚＣ・桿巴『画⑦レロ三．
屋置》『社説」より。
（
皿
）
玉
島
、
前
掲
書
二
○
七
頁
、
ウ
ェ
ヅ
プ
の
言
葉
（
弓
の
⑦
日
己
己
旦
）
を
引
用
し
て
い
る
。
（閉）（へ円げの目円巨ののロロ己。〔四四シ己国←】、四一・
（妬）《一目冨勺。。【三目㎡の巨己圃口ご○｛四⑤。シ官一一》］の窪・
（〃）の。■ロロロ・国四日目。ご□》目苣のシ、の。［ｏ匿日感の（の》ご・、①『。
、
（７４） 
B 
